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会長挨拶

羽を伸ばした夏も終わり、日もだ
んだん短くなり、秋めいてきた感
じがします。先週オークランドエ
アポートに行った時は滑走路の横
にススキが沢山咲いていました。

「天高く馬肥ゆる秋」と言います
が、アメリカでも秋の食べ物、柿
や栗を楽しめる季節になって来ま
した。十五夜の月見、ハロウィー
ン、サンクスギビング、そして、
クリスマス、日本だとスポーツの
日（昔の体育の日）文化の日が季
節としては有りますね。デイライ
トセービングスタイムは１１月5日
に終わり（変わり）ます。そして
選挙の日、と忙しい４季目となり
ます。是非満喫して下さい。

早くも今年を振り返ってみると、
いろいろ有りましたが、「Covidっ
て有ったの？」と思う位突然人々
が以前の様に外（旅行も含め）で
エンジョイする様になった感じが
します。かと言ってCovidが終わ
った訳ではないので、まだまだ注
意が必要なようです。暫く人に接
していなかったせいか、風邪をひ
きやすくなっている方も多い様で
す。ご自愛下さい。

今年はひまわり会も、新年会と夏
の集まりを催す事が出来、皆様に
喜んで頂く事が出来とても嬉しく
思います。これからも又皆様と集

える事を楽しみにしております。

平和、安全、安定を願い、秋から
年末にかけ皆様が良い天気の中で
美味しい物を沢山食べ、忙しい季
節をエンジョイなさる事を願って
います。
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  　啓子の窓　 
 『親愛なるレニー』―レナード・バーンスタインへの手紙   山中啓子

前回の日本滞在中にこの本を紹介され読み始めたが、
その余りにも独創的な手法と心温まる内容に心を
奪われて、４００ページを一気に読み上げた。これは、
ニューヨーク・フィルを率いた名指揮者レナード・
バーンスタイン（１９１８－１９９１）に、長年に渡って
手紙を書き続けたふたりの日本人が書いた手紙を分析
したノンフィクションである（『親愛なるレニー－レナード・
バーンスタインと戦後日本の物語』（吉村真里、２０２２年、
アルテスパブリッシング）。著者吉村は、ハワイ大学で教える
日米文化専門の研究者であるが、古典音楽にも造詣が深い。
その著者がアメリカ議会図書館で偶然見つけた日本人ふたり
の手紙を元に、戦後から現代にいたるまでのバーンスタインと
日本の音楽界の関係を、綿密な調査によって再構築した。
とはいえ、この本は学術書ではなく、バーンスタインに魅了
されたふたりと彼との交流を描いた一般読者向けの愛の物語
でもある。

そのひとりは、１９４７年にバーンスタインに初めて葉書で
ファンレターを送って以来、１９９０年に彼が亡くなるまで、
３０数年にわたって手紙を書き続け、彼と深い友情を築いた
天野和子である。彼女は１９２１年生まれで、子供時代をパリで過ごし、真剣にピアノの勉強をしていた。
戦後まもなく現在のアメリカ文化センターで、当時はまだ駆け出しであったバーンスタインの音楽に出会
い、即座にファンレターを書いた。一年以上も過ぎた頃バーンスタインから返信が届き天野を驚かせた。そ
れに勇気づけられた彼女は、有望な指揮者として世界中で活躍する彼の演奏レコードを聴き音楽批評を
読み、自分の感想も含めて頻繁に手紙を書いた。やがて結婚しふたりの子供の母親となった天野は、来日
公演中のバーンスタインと家族連れで食事を共にするくらい親しくなった。彼女の深い友情で結ばれた芸
術家への手紙は、彼を敬愛する情感に満ちていて、この文通が彼女の人生にもたらした喜びと豊かさを偲
ばせる。

そしてバーンスタインと親密な関係を持ったもうひとりの日本人が、橋本邦彦である。バーンスタインが同
性愛者であったことはよく知られているが、彼が１９７９年の東京公演の最後の日に、当時２６才でまだ
生命保険会社に勤務していた橋本に出会った。有名な音楽家と一夜を過ごし激しい恋に落ちた橋本は熱
情冷めやらず、翌日にはその愛を吐露したラブレターを書いた。バーンスタインも彼をただのファンと見な
さず、短い出会いで自分の内面を語っただけでなく、後に彼をヨーロッパに招待し休暇を一緒に過ごして
いる。それ以来１２年間にわたり橋本はバーンスタインが亡くなるまで、３５０通以上の変わらぬ愛を誓
う手紙を書き続けた。その間に彼はサラリーマンをやめ俳優として劇団四季で活躍した後、シドニーに移
住し新しい人生を切り開く。バーンスタインとの関係は遠距離で続き、やがて橋本は日本で強い人気を誇
る名指揮者の日本公演を取り仕切る有能なマネージャーとして貢献した。現在もシドニーに住み、芸術や
翻訳に活躍する橋本にとっても、天野と同じく、バーンスタインという稀有な芸術家への愛情で燃えた１２
年間は、その人生に決して消えることのない灯火を残したであろう。
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　 若さを保つ・その一　「不健康を予防する視点」
 ―　体内に宿る自然治癒力とそれを助ける抗酸化作用とは何か　ー
         
           神谷英明（鍼 師）

「若さを保つには、どうしたら良いか」とは万人が知りたいことです。
適度な運動、オーガニック食品、ストレスの軽減。こうした答えが一
般的ですが、実はそう簡単ではありません。結論を先に言うと、「栄
養、ホルモンレベル、抗酸化作用を補給する」と言う３つの要素を、
数年から１０年間単位で考える必要があります。なぜなら、私達は、
目先のことだけに捉われがちで、日々の食事や栄養、習慣が自分に
どのような影響を与えているかになかなか気づかないからです。
病気と言われて、初めてあわてる事が多いものです。不健康と病気は、
長期間の生活習慣がもたらす結果です。

生活習慣を改める事が出来れば良いのですが、簡単な事ではありま
せん。私達は生まれ育った環境、親との関係、国による文化の違い、
教育などから、大きな影響を受けています。しかしほとんどの人は、
そうした生活習慣を見直す機会がありません。平均寿命が５０歳
程度であった時代は、それでも良かったのですが、８０歳や９０歳
を超える事が珍らしくない現在は、自分自身の暮らしを見直す練習が必要です。そのためには家族や友人
同士で健康についての知識と生活習慣を振り返り、理解し合う必要があります。痛いとか苦しいとか、病名等
を伝える事は有っても、どのような生活習慣が痛みや病気の原因に繋がったのかを話題にすることはまずあ
りません。

医師は、診察して薬を渡すだけで、患者の生活習慣をチェックしてアドバイスする時間や余裕がない事がほ
とんどです。長寿社会では高齢になると癌になる人が増えます。癌の種類にもよりますが、５ミリのサイズに
なるのに１０年かかると言われます。検査で癌と診断された頃は、すでに１０年から２０年近く経っている
場合もあるわけです。その２０年間、何をしてきたかについて、ほとんどの人は考える事がありません。毎日、
数千個から一万個程度の癌細胞が体内で発生しますが、それを免疫システムが掃除をし消してくれている
と言われています。私たちの自然治癒力が働いて癌細胞を掃除しているはずなのに、なぜそれが不十分だ
ったのかを考える必要があります。糖尿病の場合は、炭水化物や甘いものに偏った食生活を何十年も続け
た場合に多く発症します。ところが、診断を受けた多くの人は、薬だけ飲み、食生活を変えることをせず、運動
不足も放置しがちです。ストレス過剰で血圧が高い場合、多くの人が血圧の薬を飲んでいるから大丈夫と言
います。病気と分かってから慌てて薬に頼る。しかし、薬は問題を先延ばしにするだけの一時しのぎなので、
生活習慣を改めて、自然治癒力を高める事が若さを保つ基本です。

健康を損なう原因は、大きく三つのカテゴリーに区分できます。一つ目は、日常生活の不摂生、暴飲暴食、過
労による疲れ、睡眠不足、人間関係のストレスなどです。簡単に言えば、これを改めれば良いのです。若い時
は運動などで体を鍛えることができます。しかし、同じ量の運動をしても４０歳を超えた頃から回復力が衰
えてきます。子供の頃は一日中外で遊んで紫外線をあびても皮膚が荒れることはまずありません。ところが
４０歳頃からは紫外線で皮膚が乾燥すると、なかなか元に戻りません。運動や紫外線の影響で体内に生じ
る炎症からの回復が遅くなってきます。疲労とは炎症が残ることです。６０歳を超えて急に運動を頑張る人
も良く見ます。還暦を過ぎたけれど４０代５０代と変わらないと思いたいのかもしれません。少しずつ始め
ればいいのに頑張りすぎて体を壊してしまいがちです。運動をすれば必ず強くなるとは限りません。

疲労が残っているのに、睡眠不足が続く生活もあります。睡眠不足によって、さらに炎症が残ります。その上
に疲れたからお酒を飲んでリラックスしたいとか、タバコを吸って気分を変えたいと言う人もいます。こうして
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体内の疲労と炎症は処理されずに残り続けます。残念ながら、多くの人が自分の体調が変だと思いながら
何も対処せず、仕事優先で全て先延ばしにしています。自分の意識を体調のチェックに向ける習慣がない
からです。肥満になったり、疲れが続いても、放置してしまいます。５０歳代の生活習慣の結果は６０歳代
で現れます。６０歳代の生活習慣の結果は７０歳代で現れます。問題が起これば病院に行き、一時しの
ぎの治療をするだけで更に問題は先延ばしされがちです。こうした状態を続けると、やがて二番目のカテ
ゴリー、病気、に突入します。ほとんどの人は、病名が付けられて、初めてあわてます。糖尿病、心臓病、肝臓
病、腎臓病などたくさんの病名があります。病院では様々な名前を付けて分類しますが、病気の多くは毎
日の生活習慣の結果です。疲労は、細胞が炎症を起こし酸化して、壊れていくプロセスです。疲労が蓄積さ
れ、細胞が炎症、酸化し、壊れた結果病気になります。

毎日呑気にお酒を飲んでいた人が、病名をつけられると、あわてて医師に薬を求めますが、飲酒の習慣を
止める人は少ないようです。毎晩美味しいものを腹一杯食べていた人が糖尿病と言われると、薬を求めま
す。薬を貰うと安心し、生活習慣からきた病気と認識することがなく終わってしまいます。多くの人が、風邪
に罹った時のように、薬を飲んで治るのを待つ、この待つと言う受け身の姿勢が一般的です。薬は一時的
な助けで、病気は生活習慣を振り返って修正しないと治りません。多くの人が、薬を飲んでいるのに治らな
い、薬が効かないのかなと不平を言い問題を後回しにします。薬を飲むのは簡単ですが、生活習慣を振り
返って修正することは難しいことです。そして、やがて三番目のカテゴリーの老化がやってきます。老化と
病気が重なる時期です。これら三つのカテゴリーは、すべての人が経験することです。６０才になっても、
生活パターンが若い時のままの人は、体調不良のまま老化していきます。では、若さを保つにはどうすれ
ばいいのでしょう。それは、生活習慣とそれを支えている考え方を修正することです。

三つのカテゴリー全部に共通している大きな要素の食事について考えましょう。食事とは、まず栄養です。
栄養には、マクロ栄養とミクロ栄養がありどちらも必須です。マクロ栄養とは、骨格や筋肉組織を作るタン
パク質、脂肪、炭水化物です。ミクロ栄養とは、ビタミン、ミネラルです。人間の場合、もう一つ重要な要素が
あります。それは、食べ方です。オーガニックの食材を使った献立なら良いだろう、と考える人がいます。オ
ーガニック主体の料理を食べながら、毎日お酒を飲む、では、オーガニック食材を摂り入れても身体の酸
化は進みます。又、早食いの人、夜遅く食事をする人、食べ過ぎる人は食べ方の修正が必要です。急いで
食べると脳と胃腸の準備が整いません。夜遅く食べると、血糖値が朝まで高い状態が続きます。塩辛くて
濃い味を好む人、油っぽくて濃い味を好む人、その好みの傾向なども健康に影響します。食べ方の基本
は、ゆっくりと味わって、食べること。食べ方が健康に大きく影響します。

食事とは、私達の考え方、好み、生活態度、栄養についての認識、体調など、全ての状態が表現される舞台
なので、食事についての深い理解が必要です。食事の仕方は、脳トレーニングであり、脳の現状を示して
います。食事の内容と食事を摂るときの態度は、私たちの脳の状態や考え方を表現しています。私達の脳
が、素早く食べようと思っているから、急いで食べるのです。食べ方を決めているのは自分の脳であって、
忙しいからではありません。食事の仕方から生活のパターンまで、決めているのは私達の脳です。事務職
でデスクワークの人が、ラーメンを食べた後、スープにご飯を混ぜて食べたら病気の原因になります。同じ
ことをスポーツ選手がやるなら何の問題もありません。このようにそれぞれの生活状況に合わせて食事の
内容を調節するべきです。

人生を通し、身体を作る栄養素は食事から摂取されます。その栄養の内容が重要なのと同時に、食べ方が
健康を左右します。食べ過ぎや、甘いものが何より好きだなど、栄養が偏るのは心理的な問題が起因して
いる場合もあります。肥満の人は少食が難しい。糖尿病の人はご飯が大好き。アル中の人は酒を死ぬほど
飲みたがる。これは他の動物にはない人間だけの心理です。心理的なこと、つまり脳の状態は、食べ方に
深く関係しています。若い時は、たくさん栄養を摂ると元気になります。多くの病気は食事と生活パターン
を修正すれば避けられます。しかし、老化は、栄養を摂取し健康に気をつけていても、避けられません。若
さを保つのは人生の大きなテーマであり、決して簡単なことではないのです。若く見せるため化粧品を買
う。若さを保つには見栄えだとブランド品を買う、深酒をしながら栄養ドリンクを飲む、こういう寄り道は、
人生の楽しみですが、本筋ではありません。

私が５０年間患者を診療した結果学んだ若さを保つ秘訣は、食事、ホルモンレベル、抗酸化作用の３つ
の条件を満たすことです。そしてそれを支える精神力を養い、それを理解するための基礎知識を知る事で
す。

＜その二に続く・次回号＞
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セミナーなどの
お申し込み方法
BayAreaHimawarikai@gmail.com
へ「○○参加希望」と書き、お名
前、メールアドレス、電話番号、会
員か一般か（支払い方法）を記し
お申し込み下さい。参加方法・リ
ンク等をお送りいたします。現在
クラスは全てオンラインで行われ
ます。

お支払い方法
PayPalの場合：
bayareahimawarikai@gmail.comで
検索して下さい。又、手数料をカ
バーする為に支払額に＄１追加し
てお支払い下さい。
チェックの場合 ：
支払先はHimawarikai/IIBA
で、Memo欄に支払い目的（例：ヨ
ガクラス・寄付）を記入し、P.O.
Box 6428, Albany, CA. 94706へ

ヨガクラスのご案内

１０月の 「ヨガ・ビギナーズコース」　
   
   バランスがテーマのシリーズです

講師：渡辺恵子 ヨガアライアンス公認ヨガインストラクターRYT500

１０月１３日（金）　無料体験クラス　 ９時から
 お申し込みは「無料体験クラス」とSubject lineに書いて
 は１０月１０日迄にメールでお申込み下さい。

コースは　１０月２０日（金）～１１月１７日（金）
  毎週金曜日午前９時～1０時
  ５回セットで１コース
  コースの参加費：会員＄20　一般＄30
  お申込み・お支払い（前払い）は１０月１７日迄にお願い致します。
  欠席した場合の払い戻しはありません。

質問は講師の渡辺先生へお願いします。kayko@watanabe-robins.com
www.kaykowatanabe.com

お申し込み方法
bayareahimawarikai@gmail.comへ下記情報をお送り下さい。
1. 名前（ローマ字・日本語）
2. 会員か非会員か
3. メールアドレス
4. 電話番号
5. 支払い方法・金額・郵送日（PayPal かCheckか)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古本市以外はオンラインで開催されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨガの時間が9時からに変更されました。

１０月
□　気功エクササイズ　毎週木曜日　10:00-11:30　　 
□　ヨガ・ビギナーコース体験　13日金曜日　9:00-10:00
□　ヨガ・ビギナーコース 10/20、27
□　花かご １１日（水）　1:30-3:00
□　古本市　２１日（土曜日） 11:00-3:00　エル・セリート 八百屋さんの前
１１月
□　気功エクササイズ　毎週木曜日　10:00-11:30
□　ヨガ・ビギナーコース　金曜日　9:00-10:00　11/3,10、17
□　花かご ８日（水）　1:30-3:00
□　古本市　１８日（土曜日） 11:00-3:00　　エル・セリート 八百屋さんの前
１２月　
□　気功エクササイズ 毎週木曜日　10:00-11:30
□　ヨガ・ビギナーコース 9:00-10:00　金曜日　未定
□　花かご　１3日（水）　1:30-3:00
□　古本市　お休み

＊古本市は悪天候などで中止になることや、開催内容・時間などが変更・中止となる場合がありますので、ひまわり会ウ

ェブサイト、または記載された連絡先にてご確認ください。その他のクラスも予定変更となる場合も有ります。

 https://himawarikai.org

ひまわり会カレンダー

 マウイ島義援金
マウイ島火災被災者の為に古本市の８月の売り上げと、皆様のご協力で集まりました
$666.06はハワイ・コミュニティー・ファンデーションを通して、マウイ・ストロン
グ・ファンドに寄付されました。ありがとうございました。マウイ島の復興、人々の
生活の安定を心より願っております。



7 ひまわり会ニュースレター　２０２３年　秋季号

 シリーズ：気功エクササイズ

「血液循環を良くし、気の流れを整えて活力を取り戻す。」　      

     サンノゼ気功院　内藤雅啓

   ① 肺を伸ばして呼吸を楽にして血液循環を良くする。
基本姿勢；椅子に腰掛け両足を左右に開き、両手を合わせてへその前に置く。
1. 鼻から息を吸いながら、両手を頭の上に真直ぐ上げる。
2. 口から息を吐きながら、上体を左へ傾斜してできる限り傾ける。
3. 鼻から息を吸いながら、上体を起こす。
4. 口から息をゆっくり吐きながら、両手をへそまで下ろす。
右側も同じように行う、これを8回繰り返す。

② 経絡の流れを良くして気の流れを整えて活力を取り戻す。
基本姿勢；両太ももを左右に開き、背筋を伸ばして椅子に腰掛け、両手を前に伸ばす。
1. 鼻から息を吸いながら、両手を上げて、背中を反らす。
2. 口から息を吐きながら、上体を前に倒し両足のつま先を掴む。
3. 鼻から息を吸いながら、両手で足をなぞりながら、上体を起こし、胸まで上げる。
4. 口からため息をつくように息を吐き、両手をへそまで下ろす。
これを8回繰り返す。

 　　　 　　 　　　 

「気功エクササイズ」のクラスはオンラインで行っています。ご自宅から気軽に参加でき、初回は
無料です。この機会にぜひ気功エクササイズをご体験ください。２回目からの参加費：会員$5.00/ 
非会員$6.00です。
詳細お問い合わせは春海三悟（はるみ さんご）Sangoh35@gmail.com；(510)435-4017までどうぞ。
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 花かごだより

「俳句」

空高く囀るフィンチ連れ求め（選）
 （小さなフィンチが電柱の上で声高くさえずり、相手を呼び
合っているのを聞くと、小さな鳥の生きるたくましさを感じる）

  （ツルー本間玲子）

朝顔と風鈴の音涼しげに（選）
  (暑い夏の一日)

  （ドンゴン己器乃）

エッセイ

「サンフランシスコの日本街」 
      中山まりこ

知り合いの日系人を訪ねてサンフランシスコに来たのは1973年、23歳の時だった。日本がつくづく嫌になってい
た私は、この地をすぐに気に入り、翌年また戻ってきた。とりあえずは学生ビザを取得したが、自分は一体何をし
たいのだろう、これからどうやって生きていこうか、と毎日一人で考えていた。ある日、サンフランシスコの日本街
の満開の桜の下を歩いていると、当時流行りのアフロ髪に口髭をはやしたアジア系の若者がビラを配っていた。
何気なく手にして目にすると、それはあるコミュニティ団体のビラで、「就職や住居や法律問題など生活一般の相
談を日英両語で無料提供します」とある。ここに行けば何か見つかるかも知れないと思った。

その団体、Japanese Community Service (JCS)は日本街近くの丘の上に立つ、築100年以上にはなるかと思われ
る古めかしいビクトリア調の建物の二階にあった。長い階段を上がり恐る恐る重いドアを開けると、「いらっしゃい」
と、ジーパンをリメイクした長いスカート、絞り染めのTシャツ、頭にはバンダナ、ノーメイクのヒッピースタイルの30
代初めの女性が笑顔で迎えてくれた（それから数年後に彼女の弟と結婚することになるとは、この時は想像だに
しなかったが）。中に入ると、雑然とした部屋には古い大きな木机が四台ほど並んでいる。ともかくも「ここはどんな
サービスをするところですか」と、座って話を聞くことにした。

JCSは、日本街コミュニティで就職、住居、教育、法律、家族問題など、生活一般の問題の相談にのる非営利団
体だった。日英両語のスタッフが、いろいろな専門機関を照会したり、必要とあればボランティアで通訳の援助も
行っているという。日本から来たばかりの私には、非営利団体という言葉は耳新しかった。団体の資金は主に個
人の 寄付や基金団体により支えられているということや、有給職員以外は運営や管理や役員会などすべてがボ
ランティアで行われているということなど、どれも新鮮な驚きだった。
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見渡すと、JCSのオフィスの本棚には古い日本語の小説に混じって、日系一世や二世の書き物や、日系人の歴
史に関する本がたくさん並んでいた。戦前の日系一世をとりまく差別に満ちた移民法や厳しい経済状況、太平
洋戦争中に12万人もの日本人と日系人がアメリカ各地の強制収容所に送られたこと、アメリカに忠誠を尽くして
戦った二世部隊の話など、どれも日本で生まれ育った私には知らない事ばかりだった。新しい世界が開いていく
思いがした。

70年代半ばのサンフランシスコの日本街コミュニティを思い起こすと、なぜか「あをによし奈良の都は咲く花の匂
うが如く今盛りなり」という、高校時代に習った和歌が浮かんでくる。それほど街の人々の（特に若者の）気運は
高く、盛り上がっていたように思う。70年代には、マーチン・ルーサー・キング・ジュニア牧師率いる公民権運動
の影響が、アメリカ社会の隅々まで行き渡っていた。それは黒人の権利だけでなく、あらゆるマイノリティの運動
として、これまで無視されてきた女性や子供、それに障害者や少数民族の人々の意識を高揚させた。大学でも
Ethnic Studiesが設けられようになると、そこで学んだことを日系三世たちは自分たちのコミュニティに持ち込ん
だ。JCSはそういう背景で生まれた団体だったのだ。他にも気持会（シニアサービス）、青少年サービス、リトルフレ
ンド（保育園）、APIL法律事務所、日系コミュニティセンターなど、今では日本街コミュニティの主たる非営利団体
の多くが、次々とこの時期に誕生した。

私がＪＣＳで気づいたことは他にもあった。それは、ここのオフィスに相談にやってくる人たちのほとんどが、日本
からの新渡米者だということだ。日系コミュニティには戦前に渡米した日系一世とその子孫だけでなく、私のような
戦後に移ってきた、いわゆる新渡米者と呼ばれる人々が相当数いるということがわかった。インターネットなどな
い当時、異国で日本語で相談したり、情報を得ることができるJCSのような場所は、彼らにとってどんなに心強か
っただろう。英語が話せないので孤立し、そのために問題が複雑化するケースは多い。DVを受けた女性、ビザ
取得のため不当な労働条件で働いている人、理由なく住居を追い出されそうになっている人、ノイローゼ気味の
エリート学生、家族問題で悩んでいる人などなど、問題を持った人たちがここに大勢訪ねてきた。当時私自身も
個人的な問題を抱えていたが、他の人たちの話を聞いていると、不思議と自分の問題など忘れてしまうことに気
づいた。少しでも他人のためになれることは嬉しかった。また、日本では出会わないような多様な人たちに出会え
るのは刺激的で、私はボランティアとしてJCSに足しげく通うようになった。

そうしている内に、資金などいろいろな事情から、1976年にJCSは閉じることになった。しかし、たくさんの新渡米
者に必要とされている日本語でのソーシャルサービスを打ち切ることなどは考えられなかった。それまでは三世
たちにより運営されていたサービスを、日本語を話す自分たち自身がやっていかねばならない時がきていた。
（この話の続きは、また別の機会に書くこととする。）

       １９７３のSF
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「孫娘の卒業式」  
      ツルー本間玲子

６月１６日、孫娘シマの卒業式に出るためにシアトルに行ってきた。シマの母親が昨年９月に亡くなってから、彼女は叔
父・叔母の家に引き取られたが、同じ高校に通うことができた。しかし母を亡くしたショックは大きくだいぶ落ち込んでい
て、勉強や通学を続けることも怠りがちになっていた。何度も先生から親権者の叔父達のところに連絡があり、最悪の
場合は卒業も難しいのではないかと危惧されていた。しかし良いカウンセラーに恵まれ、叔父達や高校教師をしてい
る従姉妹に助けられて、何とか立ち直ることができたようである。卒業式の前日叔父・叔母が卒業祝いのパーティーを
計画し、私もカリフォルニアから当日時間ギリギリで参加することができた。

翌日の卒業式は市の大きなスタジアムで行われた。何しろ卒業する生徒４００人プラス教師達、貴賓たち、家族の多数
が参加するのだから、それ相当のサイズの会場でなければならないのだった。卒業式開始のアナウンスが済むと、すぐ
卒業式にお馴染みのPomp and Circumstance (訳：威風堂 )々の行進曲が始まり、教師、貴賓たちに続いて、校色の紫
色のガウンと式帽をつけた学生達がまさに威風堂 と々入場してきた。それを見て、会場の家族達は皆大きな声で応援
をし始めた。日本の卒業式では、「蛍の光窓の雪」が歌われ、校長先生や貴賓達の祝福のお言葉を頂いて、私達は感
極まって泣いたものだった。アメリカの卒業式はそれと全く雰囲気が違い、野球やフットボールの応援をするような陽気
なものだ。でも私は、シマの母親が何とか彼女の高校卒業まで生きていたいと願っていたことを思い出し、涙が止まら
なかった。シマはTrueというラストネームなので、長い間待って彼女の名前が呼ばれて、卒業証書を受け取りに前に出
て来た時には、家族、友人、私も一斉に立ち上がり、彼女の名前を叫んで応援した。

シマの母親ナオミは、ひとり娘を叔父夫婦が守ってくれることを信じて、亡くなって行ったが、叔父達ばかりでなく、従姉
妹やナオミの友人達がシマを見守ってくれて、この日を迎える事ができた。彼女は来たる９月にワシントン大学に入学
し、親しい友人二人と寄宿舎に住む予定だそうである。その教育費用は、幸い私が前から貯金しておいたので、それも
彼女が自分でマネージすることになる。叔父達の家も同じシアトルにあるので、問題があれば助けてもらえるが、とにか
く独立への第一歩を踏み出すことになる。彼女が本当に独立できるまで、まだまだいろいろな試練があると思うが、とに
かく最初の一歩を無事踏み出すこことができたのだ。母親も空の上から笑顔で応援してくれていると思うと、私も感無
量である。

　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

「孫息子スカジャンを買う」 
      武井よしこ

ふたりの孫息子たちと日本を訪問中、船橋のショッピングセンターをブラブラと一緒に歩いていたら、
突然１６歳の孫息子が若者向けのシャツやパンツを扱っている店に入って行った。

私は日本へ来る前に突然膝関節炎になり、杖をつく生活となっていた。日本旅行中も杖なしでは歩けな
いので、この時ももう一人の１１歳の孫息子と店の前で彼が店から出てくるのを待っていた。 やがて、
出てきた孫息子は大きな袋を下げていた。何を買ったのかたずねると「スカジャン」だと答えるではな
いか。「スカジャン」、私はびっくりした。スカジャンとはあのスカジャンか。横須賀生まれの私は心
底驚いた。

スカジャンとは横須賀ジャンパーの略で、米軍基地近くにある「ドブ板通り」の店で、米兵相手に土産
物として作られたものである。ジャンパーの前に少しと後ろ全体に、派手な刺繍が施されているのが特
徴である。刺繍の柄は、龍、孔雀、ベティブープ、富士山、浮世絵などさまざまである。昔小さな店の
中や店先でミシン刺繍をしている人たちを見た覚えがある。

そして横須賀名物のこのドブ板通りとは、明治時代に通りに流れていたどぶ川を通行の妨げになると、
海軍工廠（こうしょう）から厚い鉄板を分けてもらい、それに蓋をしたことから付いた名称だという。
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わずか３００メートルほどの小さな通りだ。それを地元生まれの
私も今回初めて知った。何しろ私たちにとってどぶ板通りはどぶ
板通りなのだ。

私が通っていた高校は米軍基地の近くにあり、一度下校途中に少
しドキドキしながらこのドブ板通りを歩いたことがある。当時の
ドブ板通りは、ベトナムへ行き来していた兵士相手の飲み屋や、
スナック店、土産物屋などが並ぶ少しいかがわしい道で、制服姿
の女子高校生が歩く場所ではなかった。起き立てのような下着姿
のお姉さんが店の前でタバコを吸っていたのを覚えている。スナ
ックかバーの店のドアに、「日本人の方も歓迎します」という紙
が貼ってあったのも覚えている。そうだ、後でクラスメートに昨
日ドブ板通りに行ってきたと話すと驚かれたものだった。ついで
に、私が初めてデモというのを見たのも、このドブ板通りの近く
だった。「アメリカはベトナムから出ていけ〜」、「ヤンキー、
ゴーホーム」のふたつを、いまだに覚えている。

それで今、アメリカ人の孫息子がスカジャンを買ったと言う。家に帰ってから袋からジャンパーを出し
て見せてもらった。スカジャンは、何と言っても後ろの模様の面白さ派手さで勝負が決まる。孫息子は
何と俵屋宗達の風神雷神の模様を選んだ。その風神雷神が桜に囲まれているのが笑える。宗達も苦笑い
していることだろう。それだけその模様が２１世紀にもインパクトを与え続けているということだ。そ
こでなかなかいいデザインを選んだとセンスの良さを誉めようとして、「これは何か知っている」と聞
くと、「知らない」とあっさりと言う。「これはね」と説明しようとして、やめた。孫にとってはどう
でもいいことなのだ。まして私とスカジャンの関係など年寄りの昔話なのだ。それにしてもスカジャン
とはいいネーミングだ。これがヨコジャンでは締まらない。

あれから、半世紀以上が経ち、ドブ板通りも今や日本の若者の観光地になっているという。あの時デモ
する人たちから聞いたベトナムへ、私は数回観光で出かけ当地を楽しみ、ヤンキーの国民となり、時は
過ぎた。感無量である。

　ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

  投稿文

 川柳 「日本語はおもしろい　笑わな損そん」　　　　　 アラメダ和子

  八十路過ぎ歯の数減るも掃除満額

  母さんは昔美容院今病院

  食い扶持は子等が助けてアイラブユー

  孫くるかあわてて探す入歯何処

  芋食し放屁度々侘び住まい
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 夏の集まり・本間玲子さんの誕生会
   

８月12日（日）にパンデミック前は例年行われていたピクニックの代わりに、シカモア教会幼稚園ホールで、
ひまわりの発起者の一人の本間玲子さんの９０歳の誕生会と５０周年ビデオのプレビュー上映をした。イベ
ントの前後レセプションの時間が多く取れたので交流も出来、久しぶりに参加された方も多く居て話が盛り
上がって居た。食事は新年会でもお馴染みのシェフKそして和菓子は雅からで、美味しく頂いた。又皆で
集まれる機会を楽しみにしている。

入会と会費と寄付：

年会費は＄２５です。ひまわり会では一年を通して、会員相互の親睦と生活の向上に役立つさまざ
まなイベントを行っており、どなたでも、いつからでもご入会いただけます。
会員継続をご希望の方、または新規入会ご希望の方は名前、住所、メールアドレス、電話番号、会
費お支払い方法をひまわり会の
メールに（又はチェックと一緒に）「入会申し込み希望」又は「会員継続」と書き、お送りくださ
い。支払い方法は前頁をご覧ください。

ひまわり会はIIBAに所属する非営利団体です。501(c)(3)団体に適応される税の控除が受けられる
文書をご希望の方はご連絡ください。
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 ７～９月の活動報告
 ７月１０日 ボードミーテイング
 ８月１２日　夏の集まり
 ９月１１日 ボードミーテイング

 いろいろ
２０２４年新年会：５０周年記念も兼ねてのイベントを予定しておりますので、こうご期待。１月
末の土曜日になると思います。追ってお知らせ致します。

古本市：午前・昼・午後の部ボランティアが出来る方はご連絡下さい。
寄付について： 現在予約制になっております。寄付の前にご確認下さい。古本の寄付は11時迄に
「自分が買いたい、又売りやすい」と思える物だけをお持ちください。

募集：ニュースレターへの投稿。編集の出来る方（AdobePDF, Illustrator, Indesign等が出来る
方；３か月に一度）。リストの管理（エクセルに入力・整理）。 イベントコーディネーター（ア
ドミン的な事）。 告知（メールとFBなど)係。など、いろいろありますので「週にX時間位なら
OK」と是非ご連絡下さい。

感謝：経理は石川康子さん、会報の編集は前田多恵子さんにお手伝いして頂いてます。

 編集後記　編集委員　河野さき子

あと３か月で今年も終わり。今年は涼しい夏でした。あちこち災害も多い中、ベイエリアは何も
無い平穏な夏でした。日も短くなり朝晩寒くなって来ました。１０月の中頃からZipAirで日本に
行きます。のんびりするつもりだったのですが結構予定が入ってしまいました。東京・東北・関
西と音楽の演奏、仕事などもありますが、Covid前後、又、前回（半年前）とどう変わっているの
か、興味津々です。

又、ひまわり会のイベントで皆様にお目にかかれる事を楽しみにしております。


